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１．はじめに

１．１ 「子どもの遊び・体験」活動への関心の高まり
「子どもの遊び・体験」活動は，子どもが自然や事物，他者等と直に触れ合う活動を行うことにより，能動
的に五感を使いつつ学ぶ取組みであり 1），周知のとおり子育ちの環境を整備するに際して，「子どもの遊び・
体験」活動を重視する認識は，従来から教育界の共通の認識である。
子どもの遊びに関しては，1961年に設立された子どもの遊ぶ権利のための国際協会（ ）2）が，遊びは

「栄養や健康や住まいや教育などが子どもの生活に欠かせないものであるのと同じように，子どもが生まれな
がらに持っている能力を伸ばすのに欠かせないもの」という認識の下，「国連子どもの権利条約」が採択され
る以前の1977年に「子どもの遊ぶ権利宣言」を提唱し，その中で子どもの遊びの特質を整理し 3），遊びは子ど
もにとって生きていくために必要なさまざまな能力を身に付ける営みであると宣言している。こうした遊びを
通じて育まれる能力は，非認知的能力あるいは社会情緒的スキルと呼ばれるものであり，具体的には，事象に
対する興味や関心を持つこと，自己主張や自己表現，他者との関係性（協調性や協働関係）の構築，自己抑制
や粘り強さ等を育む力を総称して，「学びに向かう力」と呼称されるものである。現在多くの研究がこの非認
知的能力の重要性を唱え，とりわけ幼児期のうちに育んだ非認知的能力が，その後の人生のその能力の獲得に
大きく影響するため，人生の早期にこうした能力を培う取り組みが肝要であることを指摘している 4）。
一方，こうした「子どもの遊び・体験」活動を重視する認識は，子どもを取り巻く法制度や答申にも反映さ

れている。例えば，1999年，生涯学習審議会「生活体験・自然体験が日本の子どもの心をはぐくむ―青少年の
生きる力をはぐくむ地域社会の環境の充実方策について（答申）」では，地域社会における子どもの体験活動
の機会や遊び場の拡充等が提言され，その翌年2000年には教育改革国民会議が提出した「教育を変える17の
提案」を受けて，2001年学校教育法に「小学校での社会奉仕体験活動の充実」，社会教育法に「青少年に対す
る社会奉仕体験活動の機会の提供」が盛り込まれた。翌2002年には中央教育審議会が「青少年の奉仕活動・体
験活動の推進方策等について（答申）」を出し，子どもを取り巻く大人たちが子どもの体験活動の機会を意識
的に創出していくことが，子どもの「生きる力」を育むために，現代社会において重要な教育課題の一つとし
て掲げている。その後も子どもの体験活動についての提言は重ねられ，2007年中央教育審議会答申では，体験
活動について「体験を通じて何らかの学習が行われることを目的として，体験する者に対して意図的・計画的
に提供される体験」と定義された。さらに，2013年に出された中央教育審議会の「今後の青少年の体験活動の
推進について（答申）」では，体験活動の定義について，2007年（答申）の内容を踏まえ，大きく 3つに分類
されている。一つ目は生活・文化体験活動（例えば放課後に行われる遊びやお手伝い，野遊び，スポーツ，部
活動，地域や学校における年中行事），二つ目は自然体験活動（例えば登山やキャンプ，ハイキング等といった
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こうした学習スタイルは，従来の公民館等の社会教育施設で開催される女性学級講座（男女共同参画講座）
の学習スタイルとは異なったものである。従来の女性学級講座（男女共同参画講座）は，単発の講座というよ
りはむしろ一定期間にわたり回数を重ね，時間をかけて学びを深めていくものである。このように一定の期間
をかけた学習スタイルは，学習者同士の仲間づくりが進んだり，学習者の意識変容が促されたりするような長
所があるものの，本調査の対象者である子育て中の母親の多くが志向する学習スタイルは，あくまでも「1回
の単発講座」であった。その要因について，本調査の回答者の半数以上が有職者であるため「自由な時間」に
制限があることと，自由記述回答結果から得られたデータより，やはり回答者たちが「自由な時間」の捻出に
苦慮している様子が見て取れたことが挙げられる。
この自由記述による設問は，「子どもが生まれてから，仕事や生活や自分自身のことについて葛藤を感じた

ことはどんなことですか」と，「子育てを通して，自分自身が成長したと思うことはどんなことですか」の 2
問である。
前者の設問について，600名中300名が葛藤を感じていると記述した。そのうち，109名が回答者自身の「自

由な時間」の確保が困難な状況に対して，葛藤を抱えていた。たとえば，「自分の自由な時間は細切れの短時
間しかありません」，「このまま家事や子育てで，自分の人生が終わってしまうのではないかという不安」，「子
どもが生まれたばかりのころは，自分の時間が全然取れなくて社会から遅れてしまったみたいで焦りを感じま
した」等の回答が見られる。
後者の設問の「自分自身が成長したと思うこと」については，例えば「子どもが寝ている間にどうしたら短

い間で家事をこなせるかなど時間管理が以前より上手くなった」，「時間を大切にするようになった」等，やは
りここでも「時間の使い方」に関する記述が見られている。また，「忍耐，辛抱，我慢強さ」というワードを
用いて回答した者が，例えば「自分を後回しにすることで忍耐力が付いた気がする」，「自己中心的なことが
減った，我慢ができるようになった」等，この設問に回答した250名中60名見られた。
こうした自由記述による設問の回答結果より，子育て中の母親の課題として，自分自身が学ぶための自由な

時間の捻出が課題であることが一層色濃く映し出され，彼女たちが「子どもの遊び・体験」活動に関する学び
をはじめ，自分自身の学習スタイルとして「1回の単発講座」を望んでいることの背景の一端が見えてきたよ
うである 7）。
最後に，子育て中の母親が生き生きと学びながら子育てを楽しむことができるような支援の体系を構築して

いくに際して，本研究から得られた今後の課題は，次の通りである。上述に整理したような子育て中の母親が
求める集団学習や共同学習の機会を企図し，子育て中の母親がこうした学習機会に参加し，学ぶ営為を通じ
て，「子どもの遊び・体験」活動が家庭教育に広がるような仕組みを構築する手立てを検討することと，母親
が自分自身の学びの時間を有することで，子育て中の母親の抱える葛藤が少しでも解消するような学習プログ
ラムを吟味することをあげたい。
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1） 本稿では，子どもの体験活動について，2013年に出された中央教育審議会「今後の青少年の体験活動の推進について（答

申）」による考え方（「意図的かどうかを問わず，直接自然や人・社会等とかかわる活動を行うことにより，五感を通じて

何かを感じ，学ぶ取組を広く包含している」もの）を踏襲している。

2） 1961年設立当初は「国際遊び場協会（ ）」という呼称であったが，その後「子どもの基本的

人権」として「遊ぶ権利」を促進するために現在の名称（ ）に変更している。

3） 遊びの特性を 6つに分類し，子どもの発達過程に不可欠なものであると詳述している。子どもの権利条約総合研究所編『子

どもの権利研究第10号』日本評論社，2007年。

4） 例えば，非認知的能力や社会情緒的スキルに関する代表的な研究に，ヘックマン（ ）による「ペリー就学前プロ
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ジェクト」（1960年代からアメリカのミシガン州で実施されている調査）をはじめ， による研究（

）等，日本においても国立教育政策研究所による研究（国立教育

政策所編『非認知的（社会情緒的）能力の発達と科学的検討手法についての研究に関する報告書』2017年。）等がある。

5） 企業が「教育 」として実施する社会貢献活動は，子どもの多様な体験活動を提供するうえで有意義であることから，

文部科学省は2013年度より「青少年の体験活動推進企業表彰」を実施している。

6） 東京学芸大学・ベネッセコーポレーションによる共同研究「子育て中の母親および父親の学びに関する研究」（研究代表：

柴田彩千子，研究期間：2017年 9 月～ 2018年 9 月）は，子育て中の母親・父親および子どもに，産学連携でつくる「学び」

の機会を提供し，そこから得られたデータを基に，上記の参加者にとって，これからの時代を生き抜くための「学び」と

は何かを生涯教育の視点から捉え，その支援の体系を構築していくための分析を行うものである。具体的には，①子育て

中の母親および父親の「学び」のニーズを，学習機会（「ママ パパ カレッジ」）において，質的調査として明らか

にし，②株式会社ベネッセコーポレーションの有するコミュニティ・サイトの登録者を対象とした量的調査によって，子

育て中の母親の求める「学び」の内容や形式について明らかにするものである。

7） データの詳細は，（『子育て中の母親の学びに関する研究報告書』東京学芸大学生涯学習研究室，2018年。）に掲載。
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要旨: 「子どもの遊び・体験」活動を通じて育まれる能力として，非認知的能力あるいは社会情緒的スキル，
「生きる力」等がある。現在，多くの研究がこの非認知的能力の重要性を唱え，とりわけ幼児期のうちに育ん
だ非認知的能力が，その後の人生のその能力の獲得に大きく影響するため，人生の早期にこうした能力を培う
取り組みが肝要であることを指摘している。
本研究の目的は，家庭で実際に子どもを養育する保護者が，「子どもの遊び・体験」に関する自身の学習機

会を，現実の状況に照らして実際にどのように志向しているかについて，東京学芸大学とベネッセコーポレー
ションとの共同研究「子育て中の母親および父親の学びに関する研究」として実施した，子育て中の母親を対
象とした 調査から得られたデータを分析することによって，明らかにするものである。
本調査の結果から，「子どもの遊び・体験」活動についての学習機会を求める子育て中の母親が一定数存在

し，こうした母親たちの志向する学習機会とは概ね次のようなものであることが明らかとなった。まず，現在
子育て中の母親は，世代間の子育ての知恵や技術の継承というよりは，専門家や研究者あるいはその分野の第
一人者からの知識や技術等の獲得を求める傾向があり，さらには，子育てに関して自分より少し先を歩んでい
る先輩保護者からの実践的な助言を必要としている。さらには，単独で学習機会に参加するのではなく，夫や
パートナーと一緒に学習機会に参加したいと考える者が多く，このことは子育てや家庭教育は女性ばかりが担
うものという旧来の固定的な性別役割分担意識を持つ者が減少していることを現している。夫やパートナーと
共に学習機会に参加するためには，それが可能となる「土日など休日の午前～ 16時）」に開催される学習機会
へのニーズが高く，学習中は子どもの居場所が確保されることが求められる。加えて，学習スタイルに関して
は，じっくり回数や時間を重ねて学びを深めていくものではなく，「1回の単発講座」を志向していることが
浮き彫りとなった。
自由記述回答の結果から，多くの母親たちが，出産後に自分自身のための時間を喪失していることに苦悩し

ている様子があきらかになった。今後，子育て中の母親が生き生きと学びながら子育てを楽しむことができる
ような支援の体系を構築していくに際して，本研究から得られた知見として，本稿に整理したような集団学習
や共同学習の機会を企図し，子育て中の母親がこうした学習機会に参加し，学ぶ営為を通じて，「子どもの遊
び・体験」活動が家庭教育に広がり，ひいては母親が自分自身の学びの時間を有することで，子育て中の母親
の抱える葛藤が解消する手立てとなるような学習プログラムが検討されることが求められる。
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